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１　基本的考え方
　　医薬品については、院長（管理者）のリーダーシップのもと、安全使用に対する意識をさらに高め、患者に適切に対応するため、本診療所の特性に応じた効率的、効果的な安全管理の徹底を図る必要がある。
このため、医療法第6条の12及び医療法施行規則第1条の11の規定に基づく「医薬品に係る安全管理のための体制の確保」として、本規約を定める。

２　医薬品安全管理責任者
　　（１）医薬品安全管理責任者は院長（管理者）とする。
　　（２）医薬品安全管理責任者は、以下の4項目の業務を行う。
　　　　　ア　医薬品の安全使用のための業務手順書（以下、「医薬品業務手順書」という。）の作成
　　　　　イ　従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施
　　　　　ウ　医薬品業務手順書に基づく業務の実施
　　　　　エ　医薬品の安全使用のための情報収集、医薬品の安全使用を目的とした改善方策の実施

３　医薬品業務手順書
　　別添

４　従業者に対する医薬品の安全使用のための研修
　　（１）採用医薬品の変更や、新採用の際には、必要に応じて職員研修を実施する。研修は、他の医療安全管理研修と併せて実施しても可とする。
　　（２）研修内容は、「医薬品の有効性・安全性情報、使用方法」、「医薬品業務手順書」、「医薬品による副作用等が発生した場合の対応」等とする。

５　医薬品業務手順書に基づく業務
医薬品業務手順書に基づき業務が実施されているかを定期的に確認し、その記録を２年間保管する。

６　医薬品安全使用のための情報収集、医薬品の安全使用を目的とした改善方策
　　（１）医薬品の添付文書や製造販売業者等からの情報を収集し、管理する。
　　（２）必要な情報は、医薬品を取り扱う従業者に速やかに周知する。

令和6年3月1日　院長　鳴海　晃
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